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第２位・・・たばこ火災 

第３位・・・電気器具の火災 

第４位・・・こんろ火災 

第５位・・・ローソク・灯明の火災 
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◆㈱ケアサービス長谷川 経営理念 

 ・地域社会に貢献 ・人一人を大切に ・創意工夫、日々向上  
■個人情報について■ 

(1)利用目的：弊社は貴方から収集した氏名、住所等の個人に関する情報は、アンケートの統計データ作成、弊社からの情報提供のみ

に利用する目的で収集するものであり、それ以外の目的に利用または提供することは一切ありません。(2)安全確保の措置：弊社では

取得した個人情報を漏洩、紛失、改ざん等がないように安全確保の措置を講じます。必要がなくなった個人情報は速やかに廃棄また

は消去いたします。(3)開示、訂正、削除について：貴方はいつでもご自身の個人情報の開示を請求することができ、開示の結果、個

人情報に誤りがあった場合には、当該個人情報の訂正、または削除を請求することができます。貴方が開示、訂正、削除、利用また

は提供の拒否、利用目的の通知を請求される場合は弊社までご連絡ください。(4)苦情相談について：個人情報に関する苦情および相

談については、弊社までご連絡ください。 
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 高齢者に多い火災原因 

ワースト5 

（記：夘目 昌子） 

 いつの間にか吐く息が白くなり、温かい鍋料理が恋しい季節となりまし

た。さて今回は、今年３月よりケアサポート長谷川（古高松）を利用され

ている上野 貢様（７６歳）のご紹介をさせて頂きます。 

 上野様は利用開始前、病院へ入院されており、退院後利用できる施設を

探すためにご家族様が当施設へ見学にいらっしゃいました。見学に来られ

た奥様も娘様も息子様も、ご家庭と同じような温もりを感じられる木造平

屋建ての当施設を気に入り、ご利用頂くことになりました。 

 利用開始時は、幻覚・幻聴・妄想など認知症の症状が顕著にみられ、日

常生活に支障が出るほど精神的に不安定な状態でした。そこで、主治医で

ある赤松内科医院の福川先生と連携を図りながら、不安感を取り除くこと

を第一に考えた寄り添い介護を徹底しました。その結果、現在では多少の

介護拒否はあるものの明るい表情や笑顔も見られるようになりました。面

会に来られたご家族様も『家で居た時よりも良い表情をしています。』と

安定した上野様を見て喜んでいらっしゃいます。 

 ケアサポート長谷川（古高松）は、のどかな田園風景に囲まれ、季節の

変化を楽しみ、穏やかな暮らしを実現できる施設です。 

ご相談・見学などどうぞお気軽にお越しください。 

 

第１位 ストーブ火災 

着衣着火の消火ポイント 

こんろや仏壇の火が袖についた例が多く発生しています。 

・火が小さいうちは叩いて消す 

・近くに水道や花瓶などがあれば水で消す 

・エプロンなどはすぐに脱いで消す 

・横になれる場所では転がって消す 
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 複合型サービス長谷川では、現在年末に向けての行事を計画中です。 

 師走が近づき、何かと忙しくなる時期ですが、無理をせずご自愛くださいませ。 

 街路樹の落ち葉が道路に舞い散る季節になりましたが、お変わりなくお過ご

しでしょうか。さて今回は、歌＆踊りのボランティア訪問と運動会の様子をご

紹介いたします。 

（記：寒川 節子） （記：松川 万須美） 

こんにちは、通所介護事業部です。今回は、秋祭りの様子などをご紹介しま

す。 

ボランティア訪問 

運動会 

毎年恒例の運動会。赤組と白組に分かれて、玉入れとパン食い

競争で盛り上がりました。皆様大きな声で応援し、両者ともに頑

張りましたが、今年の優勝は赤組でした。 

歌と踊りのボランティアが訪問してくださいました。

ボランティアの方々のパフォーマンスに、身を乗り

出して見入ったり拍手を送ったりと芸術の秋を楽し

みしました。 

太鼓台保存会（沖

松島自治会・福岡

町中央自治会）の

太鼓台が来てくれ

ました。 

さわやかな秋晴れ

の下、お祭り気分

を味わえました。 
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